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序 言

光輝細胞(以 下Gl. Z.と 略す)が 滑平筋に

由来す る一新遊 走細胞であることは,昭 和11

年浜崎教授1)の 発見以来,教 授並 びに門下生

の詳細 な研究に よつて形態学的に殆 ん ど間然

す る所がない までに解明 され たが,岸 本 更

に浜崎,佐 藤.小 川は近来頓に発達 して来た

核酸化学の核病理学えの導入に よつ て,そ の

発生機転を一段 と明確 に証明 した.

私は今回 比較的大 量(26～40g)の ス トレ

プ トマイシン(以 下S, M.と 略す)治 療 を受

けた患者の結核性腸潰瘍部 を鏡検 す ると,非

常に多数 のGl. Z.を 認め,又1例 では滑平筋

の異常な増殖 を示 した例 を経験 したので報告

す る.

實驗材料並びに實驗方法

実験材料 は 奥田本学助教授 の御好意に より,

岡山国立病院 においてS. M.治 療 を受けた後

死亡剖検 した6例 の腸結核組織 片を讓 り受 け,

ホル マ リン固定,ヘ マ トキシ リン ・エオヂ ン

染色(以 下H. E.染 色 と略す),手 オ ニン染

色,マ ロ リー染色及 び汞 合剤 固定浜崎氏 カル

ボ ール フクシン沃 度法(以 下KFJ法 と略す)

を行つてGl. Z.の 形態学的,組 織化学 的 検

索を行 い, Gl. Z.の 病理学的意義 を探究 した.

又 マロ リー染色 に より筋線維(以 下M. F.と

略す)の 増 殖の有無を検索 した.

實 驗 成 績

剖検 例の年 令,臨 鉢診断, S. M.使 用量,

 S. M.治 療 終了後死亡 まで の 日数及 び主要病

理解剖所見は表に示 す通 りであ る.

次に個 々の例について結核性腸潰瘍部 の組

織学的所見を述べ ると

剖檢番号-2

H-E染 色
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小 腸

粘膜層:表 層部 は消失 し基底部は結核性

肉芽のために肥厚 してい る. Gl. Z.を 認めな

い.

粘膜筋層:結 核性浸潤 を受けて殆ん ど消

夫 してい るが,一 部 や ゝ肥厚 して残つている

部分があ る.

粘膜下層:表 層 の一部は結核性浸潤 を受

け て肥厚 し且鬆粗 となつている.深 部 におい

てGl. Z.は 甚だ著 明に増殖 し,大 さ15～30μ

大,形 態は甚だ不規則な流線形,楕 円形,類

円形或は多角形 を呈 し,原 形質は境界明瞭で

光沢に富み,エ オヂン顆 粒は境界不 明瞭で一

部融合す るために大小不 同或は全部融合 して

硝子様平等に輝 き,核 は濃縮性で一部核質涌

出を認あ る.又 少数 のGl. Z.は 一側に太い突

起 を有 し,そ の一部が断裂す る像 を見 る事が

あ る. (Clasmatose)

これ らのGl. Z.は 大部分結核性肉芽のため

に圧迫 されて内腔を消夫 した静脈,或 は浮腫

のために壁筋の粗〓化 した動脈壁 より生 じた

ものであるが.直 接核分裂に よつ て生 じた も

の もあ る.

表層に近 い部分ではGl. Z.は 結核性炎症に

参加 した為に強 く変性 し,核 は濃縮性 とな り

原形質 は エオヂ ン顆粒が消失 して紫色に淡染
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す る もの が多 い.

又 一部 の 血管 は管 腔 が閉鎖 され て,血 管壁

筋線維 は離 開乱 雑 に な り,毛 た ぼ の如 くまつ

わ り一部 は顆 粒状 に変 性 し,一 部 はGl. Z.に

変 つ てい るが,後 者 も変 性 強 くM. F.の 変 性

した もの との間 に形 態 の移 行 が あ る.

筋層:結 核 性浸 潤 が及 んで い ない ため,

少数 の定型的 なGl. Z.の 他,変 性 して原形 質

が淡紫 色 に染 り或 は 空泡 変 性 を起 したGl. Z.

を認 あ る.

漿 膜下層:少 数 の変性 したGl. Z.を 認 め

る.

大 腸

粘膜層:結 核性 肉芽 は著 明 に増 殖 し,粘

膜表 層 の一部 は 消失 して い る. Gl. Z.は 認 め

られ な い.

粘 膜 筋層:や ゝ肥 厚 し一部M. F.の 走 行

が乱 れ てい る.

粘膜下 層:結 核 性 肉芽 は著 明 に認 め られ,

その部 に 原形質 が淡 紫 色 に そ ま り屡 々泡 沫状

に見 え, 20～30μ 大 の変 性 したGl. Z.を 少数

認 め る.然 るに管 腔 の閉 鎖 した静脈 や 血管 壁

筋線 維 が乱雑 にな り硝 子様 変性 した動 脈 の 周

圍に,多 数 の10～30μ 大,紡錘 形,流 線 形,

楕 円形或 は多角形 で 原形 質 の境 界が甚 だ明 瞭

なGl. Z.が 集 合 して い る.こ れ らのGl. Z.は

エ オ ジン顆 粒 が充満 し,或 は 融 合 して 原形質

全 体が エオ チン色 に 輝 いて い る ものが 多 く,

核 は や ゝ濃 縮 性 で類 円形,楕 円形 或 は紡 錘形

を呈 してい る.

筋層:結 核 性 肉芽 の 侵入 を受け て, M. F

は細 小 とな り或 は断 裂 消失 して走行 が不 規 則

粗〓 とな り網 眼 を形 成 して い て,そ の網 眼 内

に はM. F.がGl. Z.に 移 行 す る移 行 像 や,

変性 して 原形質 が 淡 紫 染す るGl. Z.が 多 数認

め られ る.

漿 膜下 層:粗 〓 とな り定 型的或 は変 性 し

たGl. Z.を 少数 認 め る.

マ ロ リー染 色

小 腸

Gl. Z.の 原形 質 は オ レンヂ色 又 は之 に フ ク

シン を混 じた色 に 染 り,前 者 は フ クシン色 を

とつた不明 瞭 な顆 粒 を容れてい る(定 型的

Gl. Z.).核 は フ クシンに染る.

チオニ ン染色

小 腸

定型 的なGl. Z.で は核膜に接 し,微 細且少

数 のチオニン顆 粒を認め る他に,原 形質 内に

は1～2μ 大,類 円形でや ゝメタ クロマジーを

示 して濃紫 青色に染 るチオニン顆粒を少数乃

至 中等数認め る.然 し炎症 に参加 し変性に傾

くGl. Z.で は顆粒は境 界不明瞭 とな り,或 は

更に融 合して細 胞質が瀰漫性に紫青色 に染つ

てい るものや,核 膜に接 す る少数 の微細顆粒

の他に全 く顆粒を認 めない ものがあ り,前 記

の定型的 なGl. Z.と の間に移行を証明す るこ

とが出来 る.

KFJ法

小 腸

定型的 なGl. Z.で は胞体内に大 さ2～3μ 大

の略々均整な球形で境界明瞭な濃紫赤色 に染

るKEG(ケ トエ ノル顆 粒)を 多数認め るが,

炎症 に参加 してエオヂン顆 粒が不明瞭 とな り

或は全 く消失 した ものでは,本 法 においても

KEGは 呈色性 を減 弱し或 は 消失 して,細 胞

質全体が紫 赤色 に稍 々濃 染す る.

剖檢番号-4

H. E.染 色

大 腸

粘膜層:非 常に肥厚 し血管の増殖著 し く

海綿腫の様 に見 える. Gl. Z.を 認 めない.

粘膜下層:不 明 とな り分散 した粘膜筋層

と筋層 のM. F.が 相接 している.

筋層:一 部 の筋層 は肉芽形成 のために破

壤 され,僅 かのM. F.や 筋束が乱雑に 存して

い る.そ の他の筋層 も粘膜面では粗〓化 して

網状 にな り, M. F.の 一部 は硝了様に壞死 に

陷 り,又 は断裂 遊離 している.か ような網眼

内に,又 は筋組織 の崩壞 した部 に水多数のGl. Z.

が認め られ る.そ れは10～25μ 大 で 小形の

ものは類 円形,楕 円形 を呈 し,原 形質 は紫色,

核 も類 円形で濃縮性で ある.大 形 のGl. Z.は

矩形,稜 形,楕 円形,流 線形で原形質は紅染

している.何 れ も細 胞顆粒を認めず硝子様 に
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輝 い てい る.比 較 的 浸 され て い ない筋 層 で も

所 々網 眼状 の裂 隙 を生 じ,そ の中 に 比較的大

形 のGl. Z.が 認 め られ,此 のGl. Z.は 屡 々網

眼壁 のM. F.と 胞 体 の一部 が 連絡 してい る.

漿 膜下 層; Gl. Z.は 比較 的 少 く,定 型的 な

ものか ら変性 して細 胞質 が硝 子 様 に な つ た

Gl. Z.に 至 る色 々の段 階 が認 め られ る.

KFJ法

大 形 の核濃 縮 の著 明で な いGl. Z.で は,原

形 質 内 に2～3μ 大,小 球形,暗 紫 色 で非 常 に

境 界 の 明瞭 なKEGを 少数乃 至 多数 認 め,こ

れ らのKEGはBaryt水 分 別を行 う と大 多数

消失 す る.又 核 が濃 縮 性 で原 形質 が瀰 漫性 に

エ オヂ ン色 に輝 い てい るGl . Z.で は,原 形質

は瀰 漫性 に濃紫 染 し明瞭 なKEGを 認 め ない.

マ ロ リー染 色

剖 検 番号-2と 同様

筋 線 維 の增 殖 につ い て(写 真1参 照)

Ⅰ. 潰 瘍底 で は 筋層 が大 部分 崩 壞 して 内外

層 の別が な くなつ て い る.こ れ らの筋 層 か ら

束 状 を な しM. F.が 増 殖 して 内 方に進 み,粘

膜下 層 に 侵入 して鬆 粗結 締 織 に充 満 し縦 走 す

る筋層 の如 く見 え る.マ ロ リー染色 で見 る と,

普 通 の筋 層 よ り結 締 織 が 非 常 に 多い が よ く

発 育 したM. F.を 多 数 に 認 め る.こ の 部 の

Gl. Z.は 余 り多 くは な いが, M. F.と 平行 して

位 置 す る細長 い胞 体を有 しM. F.と の間 に あ

らゆ る移 行 型が 追 求 出来 る.(写 真2参 照).

写 真1　 結 核性 腸 潰瘍 底に於 け る滑平 筋

線維 増 殖(部 検 番号-4)

Ⅰ. 粘膜下組織 における筋線維 の増殖

Ⅱ. 内 輸 戸

Ⅲ. 外 縦 戸

Ⅳ. 漿膜下組織 におけ る筋線維 の増殖

Ⅴ. 潰瘍底部における不規則な筋線維の増殖

写頁2　 結 核性腸潰瘍 に於け る光輝細

胞 の増殖(剖 検番号-4)

増殖せる滑平筋線維よリ光輝細胞への移行型

Ⅱ. 元 来 の輪状 層 で あ るが, M. F.の 大 多

数 は萎 縮 や硝 子様 変性 に 陷 り, Gl. Z.は 少数

で あ る.

Ⅲ. 元 来の縦 走筋に相 当す るが,全 層

に亘つ てM. F.は 乱雑 にな り網状 に粗〓

化 し,多 くの ものは硝子様 に変性 してい

る. Gl. Z.は 余 り多 くな く網 眼状 の間隙

に存す るものが 多い.

Ⅳ. 潰瘍底か ら増殖 したM. F.で 腸

壁縦 走筋に接 して漿膜下層 の肥厚 した結

締織 中に存す る.多 くのM. F.は 輪状に

走 り束を形成 し網状 に連 つている.多 く

のM. F.は 変性が強 く,核 染色 も不明瞭

な ものが 多い. Gl. Z.は 少数に認められ

る.

小 腸

上記程著明でないが,同 様 に潰瘍か ら
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結核性変化が筋層に進 んだ所ではM. F.が 乱

雑 にな り一部 消失 しているが,そ の周辺 か ら

M. F.の 増殖が起つてい る.即 ちM. F,は 束

をな して粘膜下層に侵入 し,腸 管長軸に平行

に走つてい る.本 標本では筋層到 る所に結核

性肉芽炎症が起 り,筋 組織 は粘〓 化 して網状

にな り硝子様変性又 は蛋 白様変性に陷つ てい

る. Gl. Z.は 類円形 の ものが多数 に現 はれ,

その中で も小形 プラスマ細胞大 の ものが 多 く

見 られ リンパ球 と混在 していて,大 形のGl. Z.

との移行型に注意 しない ときは プラスマ細胞

と誤認 される事があ る.一 般にGl. Z.は 変性

強 く原形質に硝子様.核 は濃縮性 の ものが多

い.エ オヂン顆粒は消失 してい る.

剖檢 番号-6

H. E.染 色

小 腸

粘膜下層:結 核性 変化 は軽 く, Gl, Z.は

15～20μ 紡 錘形 流線 形 或 は楕 円形 で,原 形

質 に は光 輝 あ るエオヂ ン顆 粒 を有 し,核 は濃

縮 性で桿状.紡 錘形 或は卵 円形 を な し,変 性

したGl. Zは 殆 ん ど認 め られ ない.

筋層:少 数 の定型 的 なGl. Z.が 見 え る.

漿膜下 層:ご く少数 の変 性 したGl. Z.を

認 め る.

剖檢番 号-7

H. E.染 色

大 腸

結核 性病 変及 びGl. Z.の 増 殖を 認め ない.

KFJ法

小 腸

粘膜 下層 は結 核 性 肉芽 のた めに 肥 厚 してい

て少数 のGl. Z.を 認 め る.こ の部 のGl. Z.

の原形 質 に は0.5μ 以 下 の境 界 や ゝ不 明 瞭 な

KEGが 多数 充満 してい る.筋 層 に あ るGl Z.

のKEUは 粘膜下 層 の夫 に比 して稍 々多 く且

小 さい.

剖檢 番 号-8

H. E.染 色

小 腸

粘 膜下 層:甚 だ 粗〓 化 し少 数 の流 線形 乃

至 楕 円形 で10～20μ 大 のGl. Z.を 認 め るが,

原形質は エオヂン色に輝 き核は濃 縮 性 で あ

る.

筋層:Gl. Z.の 増 殖を認めない.

マ ロリー染色

小 腸

粘膜下層には少数のGl. Z.を 認 めるが,剖

検番号-2と 略 々同様であ る.

H. E.染 色

大 腸

粘膜下層:乾 酪化集 を認めGl. Z.は 少い.

筋層: Gl. Z.を 認 めない.

漿 膜下層:大 さ10～15μ,楕 円形 で原形

質が紅 色～紫色に淡 染す る変性Gl. Z.を 少数

認め る.

剖檢番号-9

H. E.染 色

本例は小腸大腸共 に結核性 肉芽乃至乾酪化

が強 く,粘 膜下層,筋 層,漿 膜下 層 を 通 じ

Gl Z.は 少数 で変性強 く,原 形質 はエオヂン

顆粒 を消夫 して汚穢淡紅色乃至淡紫色にそ ま

り.形 は楕円形又は類 円形 で,核 は濃縮性類

円形であ る.又 一部 のGl Z.は 変性腫大 して

中に核質涌出に よる空泡を 含み.胞 体の境界

が 不明瞭 とな り組織球 との区 別が 困難 とな

る.

KFJ法

本例 には変性 したGl Z,が 多 く,為 に原形

質内のKEGは 少 く境 界 もや 不ゝ明瞭で,或大

さは0.5μ ～1μ 大,類 円形 である.

總括並びに考按

一 新扮生物質 ス トレプ トマイシンの結核治

療に与えた影響は大 きい.殊 に腸結核に対す

るS. M.の 治療的効果 は臨牀医家の一致 した

意見で あ り,又 それに対す る病理解剖学的研

究 も多数報告 されているが,詳 細 な点につ い

ては まだ意見 の一致 を見 ない.

Gl. Z.に 関 してば,浜 崎教授 の発 見以来多

くの研究業蹟 の発表があ り,中 で も浜崎,伊

丹2)は 所謂 チブス細胞に組織 球性 チブス細胞

と光輝細 胞性 チブ ス細胞 のある事 を主張 して,

チブ ス細 胞が古来 他疾患 の大喰細 胞 と性状 を
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異にす るとの感を与え る最大の原因はGl. Z.

の存 在 に よる ものであ る として いる.又 岸

本3)は 筋腫及び癌子宮におけ るGl. Z.の 発生

過程,並 びに腸チブ ス患者 の腸以外 の諸臟器

に見 られ るGl. Z.の 発生機転を核酸代謝障碍

に よつて核酸分解が促進 され,細 胞形質の還

元 とKESの 産生を来 しGl. Z.が 出現す ると

明かにした.次 いで浜崎,佐 藤,小 川4)は 核

酸代謝の更に厳密な組.織化学 的検索に よつて,

滑平筋線維か ら遊離細胞への移行は,核 の重

合性DNAの 解 合に よつて核機能の低下がお

こり蛋 白合成が障碍せ られ る結果であると説

明 した.

斯 くして滑平筋線維か ら生 じたGl. Z.は 形

態学的に も滑平筋線維 の性格を残 して明瞭な

特徴を持 ち,他 種 遊走細胞 との鑑 別は比 較的

容易である.即 ち浜崎教授1)の 詳細な記載に

よると,そ の原形質が筋線維に類 した光沢及

び嗜酸性を有 し,境 界鋭 利な楕円形又は流線

形 を呈す る胞体を持 ち,成 熟す ると原形質内

に弱嗜酸性顆粒を現はす.核 は小類 円形.又は

楕円形 で染色素 に富み,直 接核分裂 を起 し,

変性に際 しては核質涌出を営む.又 滑平筋線

維 よ りGl. Z.へ の移行像 を追求す ると,先 づ

M. F.の 一端が萎縮 し又断裂 して 「おた まじ

や くし」形を呈 し,そ の他端 を筋合胞組織 と

連絡す る.次 いでその連絡が切れて定型的 な

流線形 のGl. Z.に 移行 し,一 部の ものは直接

核分裂に よつて増殖す る.又 成熟 したGl. Z.

には三種 の特殊顆粒即 ち第 一(汞KEG),第

二(耐 アルカ リ性 エオヂン顆粒)及 び第 三特

殊顆粒(耐 沃度性)を 証明す る事が出来,他

種遊走細胞 と明瞭に区 別す ることが出来 る.

私は今回の実験 でS. M.治 療患者 の剖検例

6例 の中3例 に特 に著明なGl. Z.の 増殖を認

め,そ の形 態学的特徴は全 く浜崎教授の記載

に一致す るが,こ れ らのGl. Z.の 多 くが炎症

に参加 して著明な変性に陷 る事を経験 した.

即 ちH. E.染 色で エオヂ ン顆粒が次第 に境界

不明瞭 とな り融合 して大 小不同,更 に全部 融

合して原形質全体が硝子様平 等に輝き核は濃

縮 性 とか る.変 性が准 む と光輝ある原形質の

硝子様 呈色 は減 弱消失 して,原 形質 は淡紅色

次 いで淡紫色に染 るようにな り,更 に泡沫状

に空泡変性に陷 る.又 この様 な変性 したGl. Z.

では屡 々核質涌出を営む.

KFJ法 で検索す ると定型 的なGl. Z.で は

胞体内に1～2.3μ 大,大 さ略 々均整,境 界明

瞭 な球形 のKEGを 多数認め るが,之 が炎症

に参加 して消 耗 す ると,核 に おけ る重合 性

DNAの 分解が異 常に亢進 して合成が 之に伴

はず,従 つて解 合 されたDNAも 次第 に減少

す るために核及 び原形質内KEGは 呈色性を

減 じて境界不明 瞭 とな り,遂 には融合 して明

瞭なKEGを 認 めず原形質全体が紫赤色瀰漫

性に稍 々濃染す るようにな る(伊 丹2)).

次 にチオニン染色 を行つてGl. Z.の チオニ

ン顆粒の消長 を検索す ると,定 型的 なGl. Z.

では核膜に接 し微細 なチオニン顆粒を有す る

他に,原 形 質 内には類 円形1～2μ 大の稍 々

メタクロマジーを示す濃紫青色顆粒 を少数か

ら中等数 に認め るが,炎 症に参与 し変性に傾

くGl. Z,で は顆粒は境界不 明瞭 とな り,更 に

融合 して原形 質が瀰 漫性紫青色に染 る様 にな

る.次 いで この呈色性 も消一失し,核 膜に接 す

る微細 少数 のチオニン顆粒を残 しそ原形質は

淡青色 にそ まるようになる.

即 ちGl. Z.が 変性 に陷 り, H. E.染 色で エ

オヂ ン顆粒が融 合して原形質が 硝子様 平等 に

輝 く時期には, KEG及 びチオニン顆粒 も融

解 して液状 を呈 し瀰漫性 にそ まる.更 に変性

が進みH. E.染 色で原形質が淡紫色に染 る場

合には,既 にKEG及 びチ オニン顆粒 は全 く

消失す る事が明か となつた.

この場 合KEGがDNA系 プ リン誘 導体を

主成分 としたDNA系 物質で ある事 は浜崎教

授 の長年 月に亘 る研究 に より明白な事 実であ

るが, Gl, Z.の チオニン顆 粒に関 しては未だ

十分 明かに されていない.即 ち小 川5)はGl. Z.

のチ オニン顆粒がBaryt水 及 びRibonuclease

で消失 しない事 よ り,チ オニンの非特異性染

色で あつてすべてのチオ ニン顆 粒がRNAを

特異 的に染め出す ものでなか ら うと云ってい

る.こ の問題は守屋が最近犬の滑平筋線維か



ス トレプ トマイシン治療を受けた患者の結核性腸潰瘍 に於 ける光輝細胞の増殖　 85

らもGl. Z.が 発生す る事 を発 見 したので,今

後 の実験的研究に よつて解決す る事が出来 る

と考え られる.

次に伊丹2)が 腸チ フスにおけ るGl. Z.の 病

理学的意義 について,光 輝細 胞性チ フス細胞

が抵抗甚だ強 く,チ フス末期 におけ る炎症 修

理機転に重大な役割を演ず るものであると云

つているが,本 研究において も腸 の結核性病

変が軽度である場 合及び結核性病変が強烈で

乾酪化の甚だ強い場 合には, Gl. Z.の 増 殖を

認めないが,増 殖性の結核性肉芽が形成 され

て治癒の傾向にある潰瘍部において,粘 膜下

層及び筋層にGl. Z.の 著明 な増殖が認め られ

る事は腸チブスの場 合と同様炎症修理機転に

重大 な役割を演ず る事を示す もので,又 この

事 はS. M.治 療腸結核病集 の治癒が自然治癒

の場 合と異な り,著 明な結締 織の増 殖を伴は

ずに行はれ ると云 う多 くの研究者達の一致 し

た見解を裏書するものであら う.

又神保等6)はS. M.治 療患者 の腸結核にお

いて血管炎 の存在 を強 調 してい るが, Gl. Z.

が粘膜下層 においては主 として結核性肉芽 の

ために内腔を閉鎖 された静脈壁の他に,浮 腫

のために壁筋の粗〓 化した動脹壁 より生ず る

事 より考え ると,血 管炎の存在がGl. Z.の 増

殖を促 し引いては腸結核の治癒に好影響を及

ぼす事が想像 され る.

即 ちS. M.が 直接Gl. Z.の 増殖を促すか否

か と云 う問題 は今後 に残 された研究課題であ

るが,少 くともS. M.を 使用 して治癒の傾 向

にある腸結核潰瘍部にはGl. Z.が 増 殖しそれ

が炎症 修理機転に参与 し治癒を促進す ると云

う事は確言出来 ると思 う.

又1例 において滑平筋線維 の増 殖を認めた

が,滑 平筋の如 く高度に分 化 した組織が腫瘍

性を帯 びずに増殖 した と云 う事 は,未 だ文献

的に もその例を 見ない.本 例 においては明か

に筋層 より粘膜下層及 び漿膜下層 内へ侵入増

殖 したM. F.を 認め,之 を マロ リー染色 で見

ると青色 にそ まる結締織線維 の中に,明 かに

フクシン色を取ったM. F.を 多 数 認 あ る事

が出来,然 もこれ らの増 殖 したM. F.よ り

Gl. Z.へ の移行 像を証明す る事が出来た. Gl. 

Z.は 詳細 な研究 に よつて筋腫 実 質 細 胞か ら

発生 しない事 が 確 められてい るので7,8)本例

は明かにM. F.の 増殖であ り,結 核性腸潰瘍

がS. M.を 使用 して治癒す る場 合結締織化が

起 らない事 は前述 の如 く明かであるが,こ の

M. F.の 増 殖がS. M.と 関 係があ るか否か と

云 う問題は1例 のみでは決め難 く,今 回は こ

の報告に止め てお く.

結 論

(1) S. M.治 療結核性腸潰瘍 部 を鏡検す る

と,病 変 が治癒に傾い てい る例 では著 明 な

Gl. Z.の 増殖 を認め,腸 チブ スにおけ る光輝

細胞性チブス細胞 と同様 に之が炎症修理機転

に好影響 を及ぼす もの と考 えられ る.

(2) 結核性腸潰瘍部におけ るGl. Z.の 増 殖

は この部の 血管壁筋線維 の障碍 に よつて機縁

づけ られ る.

(3) 核酸化学 の立場 か らKFJ法 を行つて

Gl. Z.の 変性過程 を組織化学的に追及 し,又

之に伴 うチオニン顆粒の消長 を明かに した.

(4) 1例 において腸結核潰瘍底 の筋層 より

著明に滑平筋線維が増 殖 し,そ の部 に4層 の

筋層を形成 した例を経験 した.

擱筆するに臨み終始御指導御高閲を賜つた浜崎教

授並びに貴重な材料を提供下さつた眼科教室奥田助

教授に深甚の謝意 を捧げる.
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